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いて一(続)徳島大学綜合科学部 人間社会文化研究第7巻 2000 pp.65・113)に続くもので、
前々回の研究 C<ミサ曲ロ短調>CBWV232)研究-<ミサ曲目短調>の全体構成について 徳島大学
総合科学部 人聞社会文化研究第6巻 1999 pp.159・208)からの継続研究の最終的なまとめを
行おうとするものである。
私は、前2回の研究において、<ミサ曲ロ短調>の全体構成について考察するための方法として、






















一 徳島大学総合科学部 人間社会文化研究 第 5巻 1998 pp.153 -169)の第 I章
(pp.155-163)においてまとめである。その内容に関して、基本的なところで訂正すべき点は何もな
いと思うが、ここでは、同内容をもう少し突っ込んだかたちで考えてみたいと思う。





した。 1738年か 1739年頃、既に 1736年に書かれていた<サンクトゥス>が、<ニケア信経>のあ
とに写され、更に<オザンナ>以下が記入された。そして、第1の部分である<ミサ>(<キリエ>と
<グローリア>)がそれと合体した。…1) しかしスメントの説は、その直後に、ゲオルク・フォン・




















(1932 - )は、同見解に賛成しつつ、 ドレスデンのザクセン選帝侯宮廷楽長であったヨーハン・ア






ルニー(PeterWollny 1961 - )によれば、それは自筆譜稿以前の段階を示すものであろうとのこと、
そうなると第2部が作曲されたのは 1748/49年よりも前ということになり、クリストフ・ヴォルフ















































































の後の<ニケア信経>では、合唱<Etres urrex i t…>までは 12から 17までの番号が付せられてい
るが、次のパス・アリア<Etin Spiri tum …>は番号が付けられていない。そしてその次の合唱
<Confiteor"'>には 19という番号が付いている。しかしながらその後は、最後まで自筆総譜には
番号付けは認められない。新バッハ全集と自筆総譜とでは、合唱<グローリア>の最後のところの前












ローリア>の最初のところの<Gloriain excelsis Deo，>と<Etin terra…>をまとめて 1曲と
とらえているようであるが、この部分は歌詞の内容が天と地ということで対照的であるし、地の部分























































































































































































































































































第 18曲の 4分の 3拍子は、復活の喜びを表現するところなので、同じ 3拍子でも、ここは早くて
活気のあるリズムで演奏されるべきである。神の完全性への賛美なのだから、同曲が3拍子となるの
は極めて自然であるといえよう。









































































































らの数はいずれも神の完全性を示す7の倍数 (7X12=84， 7X7=49， 7 X15=105)であることが







































(Gratias agimus)に、後者の主題は神の栄光 (proptermagnam gloriam tuam)に対応している






































































リアよりみ体を受け、人となりたまえり。>(E t i n c a rn t u s e s t d e S p i r i t u S a n c t 0 e xM a r ia















アントーニオ・ヴィヴァルディ (Ant 0 n i 0V i v a 1d i 1678 -1741)の室内カンタータ<Plango，
gemo， sospiro， e peno>を原曲として、それをバッハ自身が 1714年に作曲した教会カンタータ第
-99-






































































クセン選帝侯の聖名祝日を祝って上演された祝賀カンタータ<国父なる王よ万歳>(Es lebe der 































































































1) 樋口隆一著;バッハーカンタータ研究- p.232を参照。 舗口の樋は正しくはしんにようの点が2つあるが、パソコン
でその文字が出てとないので、やむをえず普通の樋を使用させていただいた。その点ど本人に対して大変申し訳なく思っ
ているが、どうぞご容赦いただきたい。)
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・ミサ曲ロ短調についての杉山好歌詞対訳並びに同曲の尾山真弓解説;J. S.バッハ大全集 6 一ミサ曲・受
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付属解説書)より 1996 
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-拙稿;くミサ曲ロ短調>(BWV 232)研究 一象徴的表現の視座を基盤とする問題点の所在に関する械観的考
察 徳島大学総合科学部人間社会文化研究第 5巻 1998 pp.153-169 
・拙稿;<ミサ曲ロ短調>(BWV232))研究 <ミサ曲ロ短調〉の全体構成について一 徳島大学総合科学
部人聞社会文化研究 第 6巻 1999 pp.159-208 
・拙稿;くミサ曲口短調>(BWV232))研究 一くミサ曲ロ短調>の全体構成について 《続》 徳島大学
-106 -
〈ミサ曲口短調>(BWV232)研究(片岡)
総合科学部 人聞社会文化研究第7巻 2000 pp.65-113 
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. J.S.Bach; Die Neue Bach-Edition (レコード) アルヒーフ(個々のレコードの録音年はわ
かるが、全集全体の制作刊行年は明治されていない。) (レコード番号 アルヒ-7 413 003-1/011 
-1/014 -1/042 -1 /059 -1 /0 60 -1/0 61 -1等を主として鑑賞した。)
・J.S.Bach; <バッハ大全集> (C D) ポリグラム 1993 
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A Study of Messe in h -moll (B W V 232) 
-on the Whole Organization of One - (Pt.3) 
Keiichi KATAOKA 
In this study， 1 considered the whole organization of Messe in h-moll， being founded on my 
old studies .→( 1) A Study of Messe in h-moll (BWV 232) -General Consideration on the 
Location of the Point at Issue basing on the Viewpoint of Symbolic Expression -， Journal of Human 
Scinces and Arts Faculty of Integrated Arts and Sciences The University of Tokushima Vo1.5 1998 
Tokushima， Japan pp.153-169 (2) A Study of Messe in h-moll (BWV 232) -on the 
Whole Organization of One-， Journal of Human Sciences and Arts Faculty of Integrated Arts and 
Scinces 百leUniversity of Tokushima Vo1.6 1999 Tokushima， Japan pp.159-208 (3) A 
Study of Messe in h-moll (BWV 232) -on the Whole Organization of One- (Series) ， 
Joumal of Human Scinces and Arts Faculty of Integrayed Arts and Sciences 百四 Universityof 
Tokushima Vo1.7 2000 Tokushima， Japan pp.65 -113 
In Chapter 1，1 considered Messe in h-moll from the general viewpoint. (Paragraph 1 
→百le circumstances of coming into existence on Bach's Messe in h-moll (the 
existence-year， the intention of composition) ， Paragraph 2→ the structure of 
Messe in h-moll (the method of arrangement and organization， the problems 
on the mental world) ) 
In Chapter I， 1 considered each tune of Messe in h-moll from the sectional viewpoint. 
(Paragraph 1→key， Paragraph 2→time， Paragraph 3→the number of the part， Paragraph 4→the 
number of the bar， Paragraph 5→the method of composition) 
In Chpter m， 1 wrote the conclusion according to the contents of Chapter 1. I .→( 1 ) 
Bach compiled his last work (Messe in h-moll) ， being resigned to death. (2) In Messe 
in h-moll， al of Bach's view of life • religion . art . music are embodied with the highest level. 
( :3) In this work， we can't find the useless points and the real musical world is in perfectly 
harmony with the Christian-metaphysical one. (4) Messe in h-moll is the ecumenical work 
which is Catholic though it is based on the Protestant thoughts. ( 5) This work is very attractive 
and universal， so it is loved by the people of every period， race， religion and culture. ( 6) When 
1 look over this work from the symbolic viewpoint， itseems to me that the al symbolic elements 
are contained in it， so 1 think that we can almost understand the attraction and the university of it 
by the keyword SYMBOL. (7) It seems to me that the words in this work take 
a role of the native and original symbol. 
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